
「偉大な御子イエス様」へブル１：１－３                １８・５・１３ へブル人への手紙の背景。 １．著者：不明。 ２．執筆年代：ＡＤ（アンノ・ドミニ＝主の年）６５－６９年頃。 ３．執筆目的：迫害に対してキリスト者の信仰を励ます。 ４：宛先：恐らくイタリヤにいたへブル人のキリスト者へ。  Ⅰ 語って下さる神。：１－２。 「神は…語られました」：１→この先行する恵みがなければ、私達の真の信仰は生まれない。これがなければ、人間の世界は、拠り所、人生の土台とするものが無い為に、混乱の末、自滅の道をたどらざるを得ない。 神が沈黙しておられたなら、神がどんなお方か、真の救いはどこにあるのかは、決して分からず、また、この被造物（宇宙、世界、人間）を見ても、それに何の意味があり、何の目的があるか少しも分からない。 神の語り掛けなしの人生は、暗闇の中を的外れのまま、さ迷うしかないもの。 しかし、神は、聖書の御言葉により、ご自身を現わし、私達を救い、命を与え、その御言葉の光により、私達が歩む道を照らして下さる。何という恵み！ ※もし、この世に、自分の人生に、神の語り掛け、聖書がなかったら、今、どうなっているか？と考えてみたい。その時、神の語りかけの聖書が与えられている恵みが実感できる！ １．「昔」＝旧約時代。 ①「預言者たち（モーセ、イザヤ、エレミヤ他）によって」 ②「多くの部分に分け（堕落前、堕落後、洪水前、洪水後、アブラハムや族長時代、モーセの律法時代、 士師時代、王国（ダビデ他）時代、捕囚の時代、マラキ～マタイまでは４００年の神の沈黙。）」 ③「多くの方法で（夢、幻、主の御使い、預言者等）」 ④「先祖たち（旧約の民）に語られました」：１。 ２．２節「この終わりの時には」＝新約時代（これは、まさに、終わりの日々に属している。９：２６）。 何と、色々な間接的な方法ではなく、神ご自身である「御子にあって私たちに語られました」。 御子イエスの教え、おことば、御生涯のお姿そのものが、神がどんな方かを語っている（ヨハネ１：１８）。その事により旧約聖書に新約の啓示が加えられた。 旧約聖書も新約聖書も共に大切。旧約聖書と新約聖書は互いに補い合う真理の光。神は御子イエス様により真理の一部ではなく、真理の全体を示された。  Ⅱ イエス様の偉大さ。 本日の２-３節は、聖書中、最も優れたイエス様についての御言葉。 １．「神は御子を万物の相続者と定め」。 「万物の相続者」は、御父のメシヤへの言葉（詩篇２：８）を反映している。 十字架と復活により、御子イエス様に一切の権威が与えられている（マタイ２８：１８）。 最後に、すべてのものを受け継ぐお方（詩篇８：６）。 ２．「御子によって世界を造られました」：２。 世界の創造は、父・子・聖霊の三位一体の神の御業。御子も、世界の造り主。目に見えるもの、見えないもの（空間、時間、天使達他）すべてを御父と共に創造された。 「すべてのものは、この方（御子イエス）によって造られた。造られたもので、この方によらずにできたものは一つもなかった」 （ヨハネ１：３）。 



「天と地にあるすべてのものは、見えるものも見えないものも、王座であれ主権であれ、支配であれ権威であれ、御子にあって造られたからです。万物は御子によって造られ、御子のために造られました」 （コロサイ１：１６）。 何という偉大なお方！ ３．「御子は神の栄光の輝き」：３＝単なる栄光の反映、反射ではなく、神の栄光（御姿、ご性質）の輝きそのもののお方。 ４．「神の本質の完全な現れであり」：３＝「完全な現れ」：原語「印鑑の押印」の意。 印鑑の押された後を見れば印鑑そのものが分かるように、イエス様を見れば神の本質、本性が分かる。 イエス様は神である。 ５．その力あるみことばによって万物を保っておられます（摂理の主）」：３。 「力あるみことば」＝無から万物を創造された力あるみことば（創世記１章）、奇蹟を行われる時、発せられた力あるみことば（マルコ１：４１、２：５、１１，４：３９）。 御子は、すべてのものを造りっぱなしではなく、今も、被造物すべて（私達の身に起こるすべても）を支配し、動かしておられる。歴史、時間、タイミングも。御子は創造と摂理（すべての支配、保持）の主。 「万物は御子にあって成り立っています」（コロサイ１：１７）。 創造されたものはみな、キリストにあって生き、動き、存在する。万物が、御子の目的に用いられている。「神のなさることは、すべて時にかなって美しい」（伝道者の書３：１１）。 御子イエス様が、今も、全世界の国々と私達の身に起こるすべての事を支配しておられる事を感謝したい。私達は神ではないので、すべての意味が分かるわけではない。 しかし、主はすべてを支配しておられる事を覚え、主に拠り頼みたい。主にあって意味のない事はない。 偶然はない。主の御支配の中に、主のご計画と意味がある。その主の御手の中に私達はいる。 「信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さないでいなさい」へブル１２：２。 つらい時、問題だけを見ないで、すべてを支配しておられる主を見つめよう！ この弱さの中で、主が御業を成さるという希望が与えられる！ ６．「御子は罪のきよめを成し遂げ」：３。 御子の大祭司としての御業。 御子の十字架による罪のきよめ（赦しと永遠の命）の業は、これまで語られた創造と摂理の御業に優るとも 劣らぬ偉大な御業。これなくして私達に救いと望みはない！私たちの過去、現在、未来のすべての罪が御子 の十字架により償われてしまった恵みを心から感謝したい。 この御子を自分の救い主、主、神と信じ心に迎える時、この完全な罪の赦しが私達のものになる。そして、 主を信じた後も、日々、自分の罪を告白する時、完全な赦しが与えられる。 「もし私たちが自分の罪を告白するなら、神は真実で正しい方ですから、その罪を赦し、私たちをすべての不義からきよめてくださいます」 Ⅰヨハネ１：９。 「御子イエスの血がすべての罪から私たちをきよめてくださいます」 Ⅰヨハネ１：７。 罪の赦しだけではなく、罪からのきよめ、罪の力に打ち勝つ命ある力も与えて下さる。 ７．「いと高き所で、大いなる方の右の座に着かれました」：３。 ①父なる神の「右の座」＝御子は至高の地位を受けられた。 ②「座に着かれました」＝御子が、救いの御業を完全に成し遂げられた事を示す。 ③天の右の座で今、何をしておられる ＝「イエスは、いつも生きていて、彼ら（私達）のためにとりなしをしておられるので、ご自分によって神に近づく人々を完全に救うことがおできになるのです」 へブル７：２５。 偉大な御子イエス様をほめたたえます！ 


